
(57)【要約】

【課題】フライホイール内部の換気効率を確保しつつ製

造コストを低減できる磁石発電機を得る。

【解決手段】この発明に係る磁石発電機は、底部６に通

気孔２０が形成された椀状のフライホイール３と、フラ

イホイール３の内周面に固定された複数個の永久磁石７

と、フライホイール３の内側に設けられ周側面が永久磁

石７と対面した固定子鉄心１０と、この固定子鉄心１０

に導線が巻回されて構成された発電コイル１１とを備え

、フライホイール３の回転により生じた永久磁石７から

の交番磁界により発電コイル１１に電力が生じる磁石発

電機において、通気孔２０の周縁部には、発電コイル１

１側に突出しフライホイール３の回転によりフライホイ

ール３内に空気の乱流を生じさせる突起部２１が塑性変

形により形成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 底 部 に 通 気 孔 が 形 成 さ れ た 椀 状 の フ ラ イ ホ イ ー ル と 、
　 こ の フ ラ イ ホ イ ー ル の 内 周 面 に 固 定 さ れ た 複 数 個 の 永 久 磁 石 と 、
　 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 内 側 に 設 け ら れ 周 側 面 が 前 記 永 久 磁 石 と 対 面 し た 固 定 子 鉄 心 と 、
　 こ の 固 定 子 鉄 心 に 導 線 が 巻 回 さ れ て 構 成 さ れ た 発 電 コ イ ル と を 備 え 、
　 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 回 転 に よ り 前 記 永 久 磁 石 と 前 記 発 電 コ イ ル と の 電 磁 誘 導 作 用 に よ
り 発 電 す る 磁 石 発 電 機 に お い て 、
　 前 記 通 気 孔 の 周 縁 部 に は 、 前 記 発 電 コ イ ル 側 に 突 出 し 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 回 転 に よ り
フ ラ イ ホ イ ー ル 内 に 気 体 の 乱 流 を 生 じ さ せ る 突 起 部 が 塑 性 変 形 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 磁 石 発 電 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 底 部 に 通 気 孔 が 形 成 さ れ た 椀 状 の フ ラ イ ホ イ ー ル と 、
　 こ の フ ラ イ ホ イ ー ル の 内 周 面 に 固 定 さ れ た 複 数 個 の 永 久 磁 石 と 、
　 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 内 側 に 設 け ら れ 周 側 面 が 前 記 永 久 磁 石 と 対 面 し た 固 定 子 鉄 心 と 、
　 こ の 固 定 子 鉄 心 に 導 線 が 巻 回 さ れ て 構 成 さ れ た 発 電 コ イ ル と を 備 え 、
　 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 回 転 に よ り 前 記 永 久 磁 石 と 前 記 発 電 コ イ ル と の 電 磁 誘 導 作 用 に よ
り 発 電 す る 磁 石 発 電 機 に お い て 、
　 前 記 通 気 孔 の 周 縁 部 に は 、 前 記 発 電 コ イ ル 側 に 突 出 し 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 回 転 に よ り
フ ラ イ ホ イ ー ル 内 に 気 体 の 乱 流 を 生 じ さ せ る 突 起 部 材 が 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
磁 石 発 電 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 起 部 材 は 、 前 記 発 電 コ イ ル 側 の 端 部 で は 鍔 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 磁
石 発 電 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 突 起 部 材 は 、 非 磁 性 材 料 で 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 磁 石 発
電 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 突 起 部 材 は 、 放 熱 性 材 料 で 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ な い し 請 求 項 ４ の 何 れ か １ 項 に
記 載 の 磁 石 発 電 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 突 起 部 材 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 で 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ に 記 載 の 磁
石 発 電 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル の 回 転 に よ り 、 永 久 磁 石 と 発 電 コ イ ル と の 電 磁 誘 導 作 用 で
発 電 す る 磁 石 発 電 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 磁 石 発 電 機 と し て 、 椀 状 の フ ラ イ ホ イ ー ル の 底 部 に 通 気 孔 が 形 成 さ れ て い る と と
も に 、 通 気 孔 間 に フ ラ イ ホ イ ー ル 内 部 側 に 向 か っ て 突 出 す る フ ィ ン が 設 け ら れ た 磁 石 発 電
機 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ １ ６ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の も の の 場 合 、 フ ィ ン を 設 け る こ と で フ ラ イ ホ イ ー ル 内 部 の 換 気 効 率 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る も の の 、 フ ィ ン は イ ン サ ー ト モ ー ル ド 成 形 に よ り フ ラ イ ホ イ ー ル と 一 体 化 さ れ
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て お り 、 専 用 の 樹 脂 成 形 金 型 を 用 い て 工 数 の か か る 作 業 が 伴 い 、 製 造 コ ス ト が 嵩 む と い う
問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 消 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ っ て 、 フ ラ イ ホ
イ ー ル 内 部 の 換 気 効 率 を 確 保 し つ つ 、 専 用 の 樹 脂 成 形 金 型 を 用 い た 工 数 の か か る 作 業 は 不
要 と な り 、 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 磁 石 発 電 機 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 磁 石 発 電 機 は 、 底 部 に 通 気 孔 が 形 成 さ れ た 椀 状 の フ ラ イ ホ イ ー ル と 、 こ
の フ ラ イ ホ イ ー ル の 内 周 面 に 固 定 さ れ た 複 数 個 の 永 久 磁 石 と 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 内 側
に 設 け ら れ 周 側 面 が 前 記 永 久 磁 石 と 対 面 し た 固 定 子 鉄 心 と 、 こ の 固 定 子 鉄 心 に 導 線 が 巻 回
さ れ て 構 成 さ れ た 発 電 コ イ ル と を 備 え 、 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 回 転 に よ り 前 記 永 久 磁 石 と
前 記 発 電 コ イ ル と の 電 磁 誘 導 作 用 に よ り 発 電 す る 磁 石 発 電 機 に お い て 、 前 記 通 気 孔 の 周 縁
部 に は 、 前 記 発 電 コ イ ル 側 に 突 出 し 前 記 フ ラ イ ホ イ ー ル の 回 転 に よ り フ ラ イ ホ イ ー ル 内 に
気 体 の 乱 流 を 生 じ さ せ る 突 起 部 が 塑 性 変 形 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ る 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 フ ラ イ ホ イ ー ル 内 部 の 換 気 効 率 を 確 保 し つ つ 製 造
コ ス ト を 低 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 各 実 施 の 形 態 に つ い て 図 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 各 図 に お い て 同 一 、
ま た は 相 当 部 材 、 部 位 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 磁 石 発 電 機 を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ２ は そ の 左 側 面 図
で あ る 。
　 こ の 磁 石 発 電 機 は 、 内 燃 機 関 と 連 結 さ れ た 回 転 子 １ と 、 こ の 回 転 子 １ と 対 面 し 固 定 部 材
（ 図 示 せ ず ） に 取 り 付 け ら れ た 固 定 子 ２ を 備 え て い る 。
　 回 転 子 １ は 、 椀 状 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 有 し 、 こ の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ は 、 外 周 の 筒 状 部
４ と 、 筒 状 部 ４ の 内 側 の ボ ス 部 ５ と 、 筒 状 部 ４ と ボ ス 部 ５ と を つ な ぐ 底 部 ６ と を 含 ん で い
る 。 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ は 、 回 転 軸 線 Ａ － Ａ を 中 心 と し て 回 転 す る 。 ボ ス 部 ５ は 、 内 燃 機 関
に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 回 転 軸 （ 図 示 せ ず ） に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 筒 状 部 ４ の 内 周 面 に は 、 複 数 個 の 永 久 磁 石 ７ が 固 定 さ れ て い る 。 こ
の 複 数 個 の 永 久 磁 石 ７ は 、 回 転 軸 線 Ａ － Ａ の 周 り に 、 互 い に 等 し い 角 度 間 隔 で 配 置 さ れ て
い る 。 複 数 個 の 永 久 磁 石 ７ は 、 隣 接 す る 永 久 磁 石 ７ が 互 い に 逆 極 性 に 着 磁 さ れ て お り 、 永
久 磁 石 ７ の 内 周 側 空 間 で は 、 交 互 に 方 向 が 変 化 す る 磁 界 を 発 生 す る よ う に な っ て い る 。
　 各 永 久 磁 石 ７ の 各 内 周 面 に は 、 筒 状 の 保 護 環 ８ が 密 着 し て 嵌 め 込 ま れ て い る 。 各 永 久 磁
石 ７ の 回 転 軸 線 Ａ － Ａ 方 向 の 両 端 部 と 、 各 永 久 磁 石 ７ の 周 方 向 の 相 互 間 隙 に は 、 モ ー ル ド
成 形 材 ９ が 充 填 さ れ て い る 。 こ の モ ー ル ド 成 形 材 ９ に よ っ て 、 複 数 個 の 永 久 磁 石 ７ と 保 護
環 ８ と が フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 筒 状 部 ４ の 内 周 面 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ は 図 １ の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 示 す
左 側 面 図 で あ る 。
　 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 底 部 ６ に は 、 周 方 向 に 間 隔 を お い て 複 数 の 通 気 孔 ２ ０ が 形 成 さ れ て
い る 。 通 気 孔 ６ の 周 縁 部 に は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 回 転 に よ り フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 に 空 気
の 乱 流 を 生 じ さ せ る 突 起 部 ２ １ が 塑 性 変 形 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 ２ １ は 、 通
気 孔 ６ の 周 縁 部 に 沿 っ て 固 定 子 ２ 側 に 突 出 し て お り 、 バ ー リ ン グ 加 工 に よ り 形 成 さ れ て い
る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 固 定 子 ２ は 、 中 空 円 柱 状 の 固 定 子 鉄 心 １ ０ 及 び 発 電 コ イ ル １ １ を 有 す る 。 固 定 子 鉄 心 １
０ は 、 外 周 部 に 径 外 側 方 向 に 放 射 状 に 突 出 し た 複 数 個 の テ ィ ー ス １ ２ が 周 方 向 に 等 分 間 隔
で 形 成 さ れ て い る 。
　 各 テ ィ ー ス １ ２ の 周 側 面 に は そ れ ぞ れ 導 線 が 巻 回 さ れ て 発 電 コ イ ル １ １ が 構 成 さ れ て い
る 。 各 発 電 コ イ ル １ １ は 、 接 続 リ ー ド １ ４ に よ り 互 い に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 外 周 部 に 複 数 個 の テ ィ ー ス １ ２ が 形 成 さ れ た 固 定 子 鉄 心 １ ０ は 、 冷 間 圧 延 鋼 板 で あ る 中
空 の 薄 板 磁 性 鋼 板 を 回 転 軸 線 Ａ － Ａ の 方 向 に 多 数 枚 積 層 し て 構 成 さ れ た 積 層 鉄 心 １ ５ と 、
こ の 積 層 鉄 心 １ ５ の 両 側 面 に そ れ ぞ れ 密 着 し て 重 ね ら れ た 第 １ の 端 板 １ ６ 、 第 ２ の 端 板 １
７ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 第 １ の 端 板 １ ６ 、 第 ２ の 端 板 １ ７ は 、 発 電 コ イ ル １ １ の 保 持 の た め に 外 周 縁 部 が 発 電 コ
イ ル １ １ 側 に 折 曲 し て お り 、 冷 間 圧 延 鋼 板 等 で 構 成 さ れ て い る 。
　 積 層 鉄 心 １ ５ 及 び 第 １ の 端 板 １ ６ 、 第 ２ の 端 板 １ ７ の 内 周 部 に は 、 回 転 軸 線 Ａ － Ａ と 平
行 に 貫 通 し た 貫 通 穴 １ ８ が ３ カ 所 形 成 さ れ て い る 。 こ の 貫 通 孔 １ ８ に 貫 通 し た ボ ル ト （ 図
示 せ ず ） 及 び ボ ル ト （ 図 示 せ ず ） の 端 部 に 螺 着 さ れ た ナ ッ ト に よ り 、 積 層 鉄 心 １ ５ 、 及 び
積 層 鉄 心 １ ５ の 両 側 面 側 の 第 １ の 端 板 １ ６ 、 第 ２ の 端 板 １ ７ が 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 構 成 の 磁 石 発 電 機 で は 、 内 燃 機 関 に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 回 転 軸 に 連 動 し て フ ラ イ ホ
イ － ル ３ が 回 転 し 、 そ の 際 に 永 久 磁 石 ７ に よ り 生 じ る 交 番 磁 界 に よ り 、 発 電 コ イ ル １ １ に
は 電 力 が 生 じ る 。 こ の 際 の 交 流 出 力 は 、 図 示 し な い 整 流 用 ダ イ オ ー ド に よ り 整 流 さ れ 、 車
載 バ ッ テ リ な ど の 負 荷 に 給 電 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ は 、 実 施 の 形 態 １ に よ る 磁 石 発 電 機 の 発 電 コ イ ル １ １ の 温 度 特 性 （ 発 熱 特 性 ） Ｔ １
と 、 発 電 コ イ ル １ １ の 発 電 特 性 （ 出 力 電 流 特 性 ） Ｇ １ を 示 す も の で 、 本 願 発 明 者 が 実 験 に
よ り 求 め た も の で あ る 。
　 横 軸 は 磁 石 発 電 機 の 駆 動 回 転 数 （ ｒ ／ ｍ ｉ ｎ ） で あ り 、 縦 軸 は 左 側 に 発 電 コ イ ル １ １ の
温 度 （ ℃ ） を 、 ま た 右 側 に 発 電 コ イ ル １ １ の 出 力 電 流 （ Ａ ） を 示 す 。 比 較 例 と し て 突 起 部
２ １ を 有 し な い 磁 石 発 電 機 の 温 度 特 性 を Ｔ ２ 、 発 電 特 性 を Ｇ ２ と し て 示 す 。 な お 、 温 度 は
飽 和 温 度 で あ る 。
　 こ の 実 験 結 果 か ら 、 実 施 の 形 態 １ の も の は 、 比 較 例 と 比 較 し て 発 電 コ イ ル １ １ の 温 度 は
大 幅 に 低 下 し 、 ま た 温 度 の 低 下 に よ り 発 電 コ イ ル １ １ の 抵 抗 値 も 低 下 し 、 発 電 量 が 増 大 す
る た め 、 発 電 効 率 が 向 上 し た こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の こ と は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 通 気 孔 ２ ０ の 周 縁 部 に 固 定 子 ２ 側 に 突 出 し た 突 起 部 ２
１ を 形 成 し た の で 、 回 転 子 １ が 回 転 し た 際 に 、 突 起 部 ２ １ の 周 囲 に は 乱 流 が 発 生 し 、 乱 れ
た 空 気 に よ り 固 定 子 ２ か ら 空 気 へ の 熱 伝 達 作 用 が 促 進 さ れ 、 ま た 熱 伝 達 に よ り 暖 め ら れ た
空 気 （ 略 、 高 気 圧 ） は 、 通 気 孔 ２ ０ を 通 じ て 外 部 の 比 較 的 冷 め て い る 空 気 （ 略 、 低 気 圧 ）
へ 対 流 し 、 所 謂 「 煙 突 作 用 」 に よ り 放 熱 さ れ た た め と 考 察 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 通 気 孔 ２ ０ の 周 縁 部 に 固 定 子 ２ 側
に 突 出 し た 突 起 部 ２ １ が 形 成 さ れ て い る の で 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高
い 発 電 効 率 が 確 保 さ れ る 。
　 ま た 、 突 起 部 ２ １ は 、 塑 性 変 形 と い う 簡 単 な 作 業 を 行 う だ け で 形 成 さ れ 、 イ ン サ ー ト モ
ー ル ド 成 形 に よ り フ ィ ン を 形 成 し た 従 来 の も の と 比 較 し て 製 造 コ ス ト が 低 減 さ れ る 。
　 ま た 、 椀 状 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 外 形 寸 法 に は 変 化 は 無 く 、 取 付 け ス ペ ー ス を 変 更 す る
必 要 性 は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 の 形 態 ２ ．
　 図 ６ は 実 施 の 形 態 ２ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
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　 こ の 実 施 の 形 態 ２ で は 、 通 気 孔 ２ ０ に 円 筒 状 で 鍔 ２ ２ ａ を 有 す る 突 起 部 材 ２ ２ が 圧 入 に
よ り 固 定 さ れ て い る 。 突 起 部 材 ２ ２ は 、 非 磁 性 材 料 で 、 放 熱 性 が 高 い ア ル ミ ニ ウ ム 材 で 構
成 さ れ て い る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ２ の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 突 起 部 材 ２ ２ を 通 気 孔 ２ ０ に 圧 入 し た こ と に
よ り 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高 い 発 電 効 率 が 確
保 さ れ る 。
　 ま た 、 固 定 子 ２ 側 か ら 通 気 孔 ２ ０ に 圧 入 さ れ る 突 起 部 材 ２ ２ の 鍔 ２ ２ ａ が 、 フ ラ イ ホ イ
ー ル ３ に 対 す る 突 起 部 材 ２ ２ の 位 置 決 め と し て 作 用 し 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ に 対 す る 突 起 部
材 ２ ２ の 取 り 付 け 作 業 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 鍔 ２ ２ ａ の 固 定 子 ２ 方 向 の 寸 法 を 調 整 す る こ
と で 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 空 気 の 乱 流 の 程 度 を 簡 単 に 調 整 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 突 起 部 材 ２ ２ は 非 磁 性 材 料 で あ る ア ル ミ ニ ウ ム 材 で 構 成 さ れ て い る の で 、 永 久 磁
石 ７ か ら 発 生 し て い る 磁 気 （ 磁 力 線 ） は 突 起 部 材 ２ ２ に 流 入 （ 磁 気 短 絡 ） す る こ と は な く
、 固 定 子 ２ に 確 実 に 流 入 し 、 磁 力 線 の 漏 洩 に よ る 発 電 効 率 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 実 施 の 形 態 ３ ．
　 図 ７ は 実 施 の 形 態 ３ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 通 気 孔 ２ ０ に 突 起 部 材 ２ ３ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 材 ２
３ は 、 等 分 間 隔 で 複 数 形 成 さ れ た 切 欠 き ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ を 有 す る 板 状 の 部 材 （ 図 ８ 参 照 ）
を 丸 め 、 こ の 部 材 を 通 気 孔 ２ ０ に 挿 入 後 、 切 り 欠 き ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ を 折 り 曲 げ 加 工 す る こ
と で 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 さ れ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ３ の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 突 起 部 材 ２ ３ を 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 す る こ と で
、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高 い 発 電 効 率 が 確 保 さ れ
る 。
　 ま た 、 突 起 部 材 ２ ３ は フ ラ イ ホ イ ー ル ３ に 簡 単 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 の 形 態 ４ ．
　 図 ９ は 実 施 の 形 態 ４ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 通 気 孔 ２ ０ に 突 起 部 材 ２ ５ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 材 ２
５ は 、 円 筒 状 の 部 材 を 通 気 孔 ２ ０ に 挿 入 し た 後 、 ハ イ ス ピ ン カ シ メ す る こ と で 通 気 孔 ２ ０
に 固 定 さ れ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ４ の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 突 起 部 材 ２ ５ を 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 す る こ と で
、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高 い 発 電 効 率 が 確 保 さ
れ る 。
　 ま た 、 突 起 部 材 ２ ５ は 通 気 孔 ２ ０ に 簡 単 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 の 形 態 ５ ．
　 図 １ ０ は 実 施 の 形 態 ５ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ５ で は 、 通 気 孔 ２ ０ に 突 起 部 材 ２ ６ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 材 ２
６ は 、 多 角 形 状 の 部 材 を 通 気 孔 ２ ０ に 挿 入 し た 後 、 接 着 す る こ と で 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 さ れ
る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ５ の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 突 起 部 材 ２ ６ を 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 し た こ と に
よ り 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高 い 発 電 効 率 が 確 保
さ れ る 。
　 ま た 、 突 起 部 材 ２ ６ は 通 気 孔 ２ ０ に 簡 単 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 の 形 態 ６ ．
　 図 １ １ は 実 施 の 形 態 ６ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 要 部 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ６ で は 、 通 気 孔 ２ ０ に 突 起 部 材 ２ ７ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 材 ２
７ は 、 回 転 軸 線 Ａ － Ａ に 対 し て 傾 斜 し て 永 久 磁 石 ７ 及 び 発 電 コ イ ル １ １ に 指 向 し て 通 気 孔
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２ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ６ の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 突 起 部 材 ２ ７ を 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 し た こ と に
よ り 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高 い 発 電 効 率 が 確 保
さ れ る 。
　 ま た 、 突 起 部 材 ２ ７ は 、 温 度 上 昇 の 高 い 永 久 磁 石 ７ 及 び 発 電 コ イ ル １ １ に 指 向 し て い る
の で 、 永 久 磁 石 ７ 及 び 発 電 コ イ ル １ １ か ら の 熱 を 特 に 効 率 良 く 放 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 の 形 態 ７ ．
　 図 １ ２ は 実 施 の 形 態 ７ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 要 部 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ７ で は 、 通 気 孔 ２ ０ に 突 起 部 材 ２ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 材 ２
８ は 、 板 状 の 部 材 を 切 頭 円 錐 状 に 丸 め た 状 態 で 通 気 孔 ２ ０ に 挿 入 し 、 溶 接 す る こ と で 、 フ
ラ イ ホ イ ー ル ３ の 内 側 方 向 に 拡 大 し て 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ７ の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 突 起 部 材 ２ ８ を 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 し た こ と に
よ り 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高 い 発 電 効 率 が 確 保
さ れ る 。
　 ま た 、 断 面 形 状 が テ ー パ 状 の 突 起 部 材 ２ ８ は 、 固 定 子 ２ 側 に 拡 大 し て お り 、 フ ラ イ ホ イ
ー ル ３ 内 の 暖 気 は 煙 突 作 用 に よ り 外 部 に 効 率 よ く 排 出 さ れ 、 永 久 磁 石 ７ 及 び 発 電 コ イ ル １
１ か ら の 熱 を 効 率 良 く 放 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 の 形 態 ８ ．
　 図 １ ３ は 実 施 の 形 態 ８ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 要 部 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ８ で は 、 通 気 孔 ２ ０ に 突 起 部 材 ２ ９ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 材 ２
９ は 、 円 筒 状 の 部 材 を 通 気 孔 ２ ０ に 挿 入 し た 後 、 塑 性 変 形 加 工 す る こ と で 、 フ ラ イ ホ イ ー
ル ３ の 外 側 方 向 に 拡 大 し て 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ８ の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 突 起 部 材 ２ ９ を 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 し た こ と に
よ り 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高 い 発 電 効 率 が 確 保
さ れ る 。
　 ま た 、 断 面 形 状 が テ ー パ 状 の 突 起 部 材 ２ ９ は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 外 側 方 向 に 沿 っ て 拡
大 し て お り 、 例 え ば 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 外 の 冷 た い 空 気 が 内 部 に 導 入 さ れ た 後 フ ラ イ ホ イ
ー ル ３ の 開 口 部 か ら 外 部 に 排 出 さ れ る こ と で 、 永 久 磁 石 ７ 及 び 発 電 コ イ ル １ １ は 効 率 良 く
冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 の 形 態 ９ ．
　 図 １ ４ は 実 施 の 形 態 ９ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル ３ を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ９ で は 、 通 気 孔 ２ ０ に 突 起 部 材 ３ ０ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 材 ３
０ は 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 内 側 端 面 が 永 久 磁 石 ７ 側 に 指 向 し て お り 、 突 起 部 材 ３ ０ の 鍔 ３
０ ａ が 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ の 通 気 孔 ２ ０ の 内 側 周 縁 部 に 当 接 す る ま で 圧 入 さ れ て 固 定 さ れ
て い る 。
　 こ の 実 施 の 形 態 ９ の 磁 石 発 電 機 に よ れ ば 、 突 起 部 材 ３ ０ を 通 気 孔 ２ ０ に 固 定 し た こ と に
よ り 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に フ ラ イ ホ イ ー ル ３ 内 部 の 換 気 が 得 ら れ 、 高 い 発 電 効 率 が 確 保
さ れ る 。
　 ま た 、 突 起 部 材 ３ ０ は 、 温 度 上 昇 を 嫌 う 永 久 磁 石 ７ に 指 向 し て お り 、 永 久 磁 石 ７ の 冷 却
効 率 が 特 に 向 上 す る 。
　 ま た 、 固 定 子 ２ 側 か ら 通 気 孔 ２ ０ に 圧 入 さ れ る 突 起 部 材 ３ ０ の 鍔 ３ ０ ａ が 、 フ ラ イ ホ イ
ー ル ３ に 対 す る 突 起 部 材 ３ ０ の 位 置 決 め と し て 作 用 し 、 フ ラ イ ホ イ ー ル ３ に 対 す る 突 起 部
材 ３ ０ の 取 り 付 け 作 業 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 鍔 ２ ２ ａ の 固 定 子 ２ 方 向 の 寸 法 を 調 整 す る こ
と で 、 適 正 な 換 気 効 率 を 簡 単 に 得 る こ と が で き る と と も に 、 永 久 磁 石 ７ 側 に 指 向 し た 突 起
部 材 ３ ０ の 適 正 端 面 角 度 を 得 る こ と が で き る 。
　 な お 、 実 施 の 形 態 ３ ～ ９ の 突 起 部 材 ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０
は 何 れ も 、 実 施 の 形 態 ２ の 突 起 部 材 ２ ２ と 同 様 に 、 非 磁 性 材 料 、 放 熱 性 材 料 で あ る ア ル ミ
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ニ ウ ム 材 で 構 成 さ れ て い る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 磁 石 発 電 機 は 、 二 輪 車 、 船 外 機 、 ス ノ ー モ ー ビ ル な ど に 搭 載 さ れ 、 そ れ ら の 内 燃 機
関 な ど に よ り 駆 動 さ れ て 、 バ ッ テ リ の 充 電 、 各 種 負 荷 へ の 給 電 な ど の 用 途 に 使 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 磁 石 発 電 機 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 磁 石 発 電 機 の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の フ ラ イ ホ イ ー ル の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 磁 石 発 電 機 の 発 電 コ イ ル の 、 温 度 特 性 及 び 発 電 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 図 ７ の 突 起 部 材 を 展 開 し た と き を 示 す 展 開 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 要 部 断 面 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 要 部 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 要 部 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 要 部 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ８ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 要 部 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ９ の 磁 石 発 電 機 の フ ラ イ ホ イ ー ル を 示 す 要 部 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 回 転 子 、 ３ 　 フ ラ イ ホ イ ー ル 、 ６ 　 底 部 、 ７ 　 永 久 磁 石 、 １ ０ 　 固 定 子 鉄 心 、 １ １
　 発 電 コ イ ル 、 ２ ０ 　 通 気 孔 、 ２ １ 　 突 起 部 、 ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７ ， ２
８ ， ２ ９ ， ３ ０ 　 突 起 部 材 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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